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我
が
国
に
お
け
る
中
央
教
育
審
議
会
の
公

的
文
書
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
・
必
要

性
が
初
め
て
謳
わ
れ
た
の
は
、
平
成
１１
年
の

「
中
教
審
（
い
わ
ゆ
る
接
続
答
申
）」
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。

　

以
降
の
経
緯
は
、
数
多
の
研
究
・
実
践
報

告
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
中
央
省

庁
の
行
政
施
策
や
教
育
界
・
民
間
団
体
等
の

自
助
努
力
も
手
伝
っ
て
、
い
ま
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
、〝
花
盛
り
〞で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
学
校
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の

現
状
、
課
題
と
今
後
の
在
り
方
を
簡
潔
に
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
７０
年

代
初
頭
か
ら
８０
年
代
半
ば
ま
で
、
全
米
的
規

模
で
展
開
さ
れ
、
そ
の
動
向
や
展
開
事
情
は

逐
一
我
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
往
時
の
我
が
国
の
学
校
進
路
指

導
は
偏
差
値
依
存
一
辺
倒
、
時
の
行
政
・
学

校
も
対
岸
の
動
き
に
は
無
頓
着
・
無
関
心
で
、

言
う
な
ら〝
馬
耳
東
風
〞の
感
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
か
つ
て
の
中
教
審
答
申
（
平
成

１１
年
）
や
文
科
省
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
会
議
（
報
告
）（
平
成
１６
年
）」
を
契
機

と
し
て
、
初
等
中
等
教
育
で
の
先
導
的
実
践

が
始
動
、文
科
省
か
ら
中
教
審
へ
の
諮
問（
平

成
２０
年
）
も
手
伝
っ
て
、
我
が
国
で
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
初
期
の
「
啓
発
期
」、
そ
の

後
の
「
試
行
期
」
を
経
て
、
今
、
漸
く
「
普

及
期
」
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
趨
勢
の
下
、
先
に
発
表
さ
れ
た

「
中
教
審
答
申
（
案
）」（
平
成
２２
年
１１
月
末
）

で
は
、
発
達
段
階
に
即
し
た
体
系
的
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
方
策
と
し
て
、
各
学
校
で
の

指
導
方
針
、
指
導
内
容
・
方
法
、
教
師
の
教

育
力
、
校
内
実
施
体
制
、
推
進
上
の
要
点
や

高
等
教
育
、
生
涯
学
習
、
学
校
外
教
育
と
の

協
力
体
制
等
に
至
る
ま
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
係
る
総
合
的
・
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ

ザ
イ
ン
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
綱
的
指
針
や
問
題

解
決
方
策
は
、
い
わ
ば
行
政
側
に
よ
る〝
処

方
箋
〞で
あ
り
、
書
物
で
は〝
目
次
〞に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
処
方
や
目
次
を
ど
う
消
化
・
発

展
・
創
造
す
る
の
か
否
か
は
、
あ
げ
て
推
進

拠
点
と
な
る
学
校
・
教
師
側
の
教
育
責
任
に

帰
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
・
充
実
に
当
っ
て

は
、
昨
今
の
子
ど
も
・
若
者
の
職
業
行
動
を

巡
る
諸
課
題
の
解
決
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

最
近
刊
行
さ
れ
た『
平
成
２２
年
版　

子
ど
も
・

若
者
白
書
』（
旧
青
少
年
白
書
を
改
題
）
を

見
る
と
、
例
え
ば
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
学

力
低
下
、
上
級
学
校
へ
の
不
本
意
進
学
、
中

途
退
学
、
大
学
進
学
の
易
化
、
高
・
大
卒
者

の
超
就
職
難
、
学
卒
者
の
早
期
離
転
職
、
職

場
不
適
応
等
々
に
関
す
る
数
々
の
課
題
の
山

積
み
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
教
育
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

早
く
か
ら
学
校
の
教
育
活
動
の
全
体
を
通
し

て
、
進
路
指
導
の
基
本
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

理
念
・
モ
デ
ル
を
先
取
り
し
、
開
拓
的
実

践
に
取
り
組
ん
で
、
顕
著
な
成
果
を
収
め

て
い
る
学
校
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

　

数
多
の
国
公
私
立
小
・
中
・
高
校
の
研

究
報
告
や
実
践
記
録
を
読
む
と
、
そ
こ

に
ほ
ぼ
共
通
す
る
教
育
実
践
や
指
導
内
容

は
、
大
要
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
大
半
が
、
中
央
省
庁
、
地
方
教
育

委
員
会
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
に
関
す
る
研
究
指
定
に
よ

る
実
践
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
取
組
み
と

し
て
は
、
学
校
の
教
育
方
針
へ
の
位
置
付

け
、
校
内
教
育
組
織
・
指
導
体
制
の
改
編
、

教
科
・
科
目
の
再
編
・
統
合
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
指
導
計
画
の
策
定
、
必
要
な
教

材
資
料
の
工
夫
・
開
発
、
指
導
方
法
・
評

価
の
実
施
と
改
善
、
個
別
・
集
団
対
象
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
計
画
的
実

施
、
地
域
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
保

護
者
の
理
解
と
協
力
、
学
校
間
の
協
力
・

連
携
等
々
が
あ
る
。

　

昨
今
の
我
が
国
で
は
、
政
治
・
経
済
や

産
業
・
雇
用
面
の
構
造
的
変
化
の
影
響
か

ら
社
会
全
体
の
不
透
明
・
不
確
実
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
巷
間
、
先
行
き
の
漠
然
と

し
た
不
安
感
・
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
る
。

　

こ
の
際
、
近
々
の
「
中
教
審
答
申
」
を

〝
暗
夜
の
一
燈
（
佐
藤
一
斎
）
〞と
し
て
、

朝
野
を
挙
げ
て
国
家
的
教
育
課
題
に
対
峙

す
る
と
共
に
、
近
未
来
、
新
時
代
を
担
う

子
ど
も
・
若
者
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
願
っ
て
や
ま
な
い

次
第
で
あ
る
。

１　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
発
端
と
推
進

２　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
期
待

新しい時代に対応する
キャリア教育の推進と充実
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